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７月の展示コーナー 市民交流スペース

内の「展示コーナ

ー」では、個人・団

体の活動の紹介や作

品展を行うことがで

きます。申込み方法

については、大和市

民活動センターまで

お問い合わせくださ

い。 

 

共育セミナー  
「こどもも大人もともに育ちあう場づくり」 

の大切さをみんなで考えてみませんか！ 
スピーカー 伊知地るみさん（開催報告） 

 

★ありんこじぇじぇのおうちがいいお話だとおもいました。

絵もうまかったです ★話がかんどうするしほし空もきれいだ

からいいですね❤ ★ふうせんのあがるパンやさんが絵がじょ

うずだしパンが食べたくなるね。いいはなしですね。★星亜

空、星亜空 ★コロナでがんばろとする気持ちがよく出てると

思います★自分のことですが、なつかしさと会場の初めての

コーナー広く思いました。自分の世界に浸ること、新しい世

界の創造力が欲しい ★がんばってますネ。絵に動きがあって

ステキですネ。トオルくんとキシャポッポ上手いと友達も言

ってました ★色のぬり方がよき ★絵のかきかたが大人っぽく

なく子供っぽく、いいなあーと思いました ★ありのよーに自

分もアリからいろいろなしくみと食べるものの大切さがわか

ったと思います ★ぬくもりのある絵とお話がとても良いです 

★絵のタッチがとても私ごのみで、子ども見やすくていいで

すね！お話もすてきですね！ 

夏のボランティア体験体験 

このゆびとまれっ！始まりました！ 

  

共育ボードより  

 

 

 

夏休み中高生ボランティア体験 このゆびとまれっ！

のオリエンテーションを 7 月 20 日（土）に開催しま

した。この日はボランティアを受け入れていただけ

る７団体のうち「NPO 法人 WE21 ジャパン大和」、

「一般社団法人 こども食堂プロジェクト＠やま

と」、「やまと国際フレンドクラブ」の３団体のみな

さんにも出席いただき、それぞれの団体の活動につ

いて詳しく説明をしていただきました。ボランティ

ア活動を希望する中学生、高校生のみなさんは部活

動や習いごとに忙しい夏休みにでも参加したいとい

う意欲にかられての応募というだけあって、真剣に

話を聞いている様子は頼もしいかぎり。（延べ４５名

を超える中学生、高校生ボランティアが活動予定） 

中には小学生の姿もありボランティア活動の裾野

が広がる可能性を実感しました。各ボランティア活

動の場所で参加者のみなさんの安全が守られ、体験

する喜びと新しい気づきを見出すことができるよう

に願っています。                            （辺見 弥生） 

 

共育ボ

ードよ

り  

 

（この項の編集：船越 英一、イラスト：望月則男） 

  

第 48 回神奈川大和阿波踊りが開催 
 

 

 

受入れていただいた団体： 

子育てほっとサロン「たんぽぽの会」、（一社）こども食堂プ

ロジェクト＠やまと、NPO 法人 WE21 ジャパン大和、 

サウンドテーブルテニスクラブ、大和市芸術文化振興会、 

やまと国際フレンドクラブ、デイサービスハッピー鶴間 

オリエンテーション：真剣なまなざしの中高生。メモをとっています 

７月 27日、28日大和駅周辺が熱気に包まれました 

７月 14 日、シリウスホールでの「ぞめき大和」を初めてみました

が、阿波踊りは、やっぱりストリートが熱くていいね！（F） 

えほんだな 

 

 

★すごすぎて死にそう ★すごい!! ★オズのまほうつかいおもしろそう!!ぜひいってみたいです!! ★たのしい!! ★すごい！ ★WOW行

きたい～すごいですね！ベテルギウスにきたらこんなのがあったとはおもわなかったです！ ★すごすぎマス!! ★ありがとう演劇やま

と塾さん ★とてもすごいです ★ワーオすごいです ★かんさん大好き ★とてもすごいですね！ ★がんばれ!! ★すばらしいですネ 

★とてもすごいです!!いってみたいのもあり、さくらみたいなものもかわいいと思いました。がんばってください ★すごすぎて泣い

た（まじで） ★たのしそうです!! ★ママ～めっちゃすごい ★オズのまほうつかい。たのしそうです。こんどチェックしてみます ★

いいですね ★「あの夏の日」のぶたいにちょっとだけ出演しました。また見たい ★見に行きたい 

  

演劇やまと塾 

 

 

後半のワークショップで、市民交流スペースで始め

た、「市民交流カフェ（基本的に第１土曜日、第３水曜

日の午後３時から５時 30 分まで開催。直近の予定は 1P

に記載しています）の話が出て、意見交換になった。

「市民交流カフェの存在をもっと宣伝した方がいいので

は」という意見がでたが、この日のスピーカーの伊知地

さんは、「１か所の居場所がおおぜいで盛況でも、そこ

に来るのは周辺の子どもたち」という趣旨の発言をして

くれたと思う。大切なことだと思った。 

当センターの市民交流カフェも５月 27 日のプレオー

プンを含めて 6 日間開店したが、予想以上に反響があっ

て、小学生の常連さんも増えてきた。先日は、子どもた

ちの「きょうはカフェの日だから飲み物持って来てない

よ」というひそひそ話も聞こえてきた。不定期に来てく

れる「大和南京玉すだれ＆ジャグリングクラブ」の皆さ

んが皿回しを子どもたちに教えてくれる。子どもたちの

マイブームになりそう。中高生にもカフェを利用しても

らいたいものだが、そう簡単に心地よい場所にならない

もの。のんびりいきたい。そして、市内各所にいろんな

居場所ができますように。（F） 

スピーカーに NPO 法人さくらの森・親子サポートネット

の伊知地るみ理事長をお招きして、「こどもも大人もとも

に育ちあう場づくり」の大切さをお話しいただきました。 

 特に、「場」づくりのためには、資金、人材、拠点づく

りなど様々な課題がありましたが、それを知恵と工夫で乗

り越えて、認可保育園を設立されたお話しには、そのパワ 

ーと行動力に驚きと敬意を表する想いでした。 

このセミナーを企画したきっかけは、こども家庭庁が発

足して１年、さまざまな子育ての政策が進められています

が、子どもの安全な見守りや地域での助け合い活動、また

貧困家庭の子ども達への支援対策が十分でない実情があっ

たからです。 

このような状況の中で、NPO 法人さくらの森・親子サポ

ートネットが、地域コミュニティを大切にした子育て支援

を行って成果を上げていましたので、セミナーのスピーカ

ー（講師）をお願いしました。 

前半のトークセッションでは、すべての子育て世帯を地

域で応援できる保育園として、「一時預かり保育」の取り

組み、子どもが一人でも来られる「わにわに食堂（こども

食堂）」､就学前の子どもと保護者が、ゆっくり・のんびり

できる「親子のひろばわにわに」などの事業が紹介されま

した。 

さらに、「60 歳からの働き場づくり」として、保育園運

営の経験者が長く働ける職場づくりや、地域のみなさんが

集まる多世代の居場所の「わにわにサロン」など、その活

動は非常に多岐に渡っていました。 

このような活動が広がって「場」が増えていくことで、

①出会いが増えれば、必要なサポートに繋げられる。②い

ろいろな相談ができる関係が築ける。③みんなと育ち合う

ことで、主体的に動く楽しさ知ることができる。 

以上のように、地域に顔見知りが沢山できることで、子

育てに必要な環境がつくられて行くことが、具体的にわか

りました。こどもも大人もともに育ちあい、そしてみんな

が寄り添って、ホッとできる「場」づくりて、素敵な活動

だと感じました。             （白井 博） 

 

７月６日に開催しました 

           

      

          開 た 

      ー に          

           

     ー               に   し    

 に     に     た          

当日の伊知地さんのパワーポイント資料から２枚を紙上掲載しま

した。地域に顔の見える関係を築き、関係をひろげて、多くの人の働

きたい場所にもなってきたことにも暖かさを感じました。個人的には、

ゲストスピーカーのお話が聞けて飲んで、食べて、お話ができるとい

う「わにわにサロン」に一度おじゃましたいと思います。（F） 


